
 

第１学年○組  算数科指導と評価の案 
                            日 時：平成１５年１月２４日（金）公開２ 

                  場 所：１年○組教室 
                                                                                                     授業者：T1  舩坂 まゆみ、T2  大坪美紀 
１，単元名      たしざんとひきざん 
２，本時の目標    ブロック操作をして式を考える算数的活動を通して、異種の量について加法、減法が適用できることがわかり、ブロック操作を               
           根拠にして正しく答えを求めることができる。     
            
３，本時の評価規準 
   数学的な考え方・５つのいすに１人ずつすわることから、いすの数を子どもの数に置き換え、更に後ろに６人立っていることで、人数を求めるため 
           には加法が適用できることをブロック操作を根拠としながら考える。 
          ・人数といすの数という違ったものを、その個数だけに着目してたし算ができると考える。 
４，本時の展開 
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１、写真をとる場面を提示する。 
 
 
 
 
Ｔ 問題の大切な事柄に印をつけよう。 
Ｃ 数が３つあるよ。求める所がないよ。 
Ｔ 求めるものがないね。この後どんな問題ができそうかな。 
 
２、何人で写真をとるか問う。 
 
 
 
  
３、ブロックを操作して何人になるか求める。 
 
 □ □ □ □ □ □ 子どものかず 
      ↑↓              
  □ □ □ □ □  
  ■ ■ ■ ■ ■  いすのかず 
 まずいすを５つおきます。つぎに子どもが５人すわります。立っ  

 ている 子どもが６人です。 
 だから ５＋６で１１人になります。 
 
□ □ □ □ □ □ 子どものかず 
      ↑↓              
 ■ ■ ■ ■ ■  いすのかず 
 ５ついすがあります。うしろに子どもが６人います。 
 ５＋６で１１人になります。 
４、ペア交流をする。   
お話をしながら答えの出し方を交流することで、自分の考えを確

かめ、発表の足場づくりをする。 
５、全体で求め方を確かめる。 
 
 それぞれの考えを発表する。 
Ｔ ・すわっている子が５人というのは、どう考えたの  
   かな。 
・式の５＋６の「５」は何のかずなのかな。 
・いすの数は座っている子どもの数と同じなのですね。 
まとめ 
 
 
 
 
６、置き換えの減法の問題の求め方を確かめる。 
  
 
 
  しき １２－７＝５       こたえ ５こ 
 まずみかんを１２こおきます。つぎに７人の人をおきます。みか  

 んを１こずつくばると、のこりがわかります。１２から７をひい 

 てこたえは５こです。 
７、本時のまとめと自己評価を行う。   
 （自己の変容を自覚し易いプリントによる書き込み形式） 
  ・関心・意欲に関するもの 
  ・数学的な考え方に関するもの 
  ・理解度に関するもの 
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評価の観点 ：数学的な考え方 
評価方法 
立式の理由を、ブロック操作をしながら説明できるかで評価する。 
 T1・T2 の役割評価        評価規準に達している子はT2, 達して 
                                                                いない子はT1が指導・援助にあたる 
 
見通しをもつ段階の様相              
 
 
 
 
 つまずきの様相            指導・援助  
課題追究における様相                     
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 評価問題の意図するところ  
 
 
 
 
 評価問題における様相 
 
 
 

人の数は「６にん」より多そうか少な

そうか、人のかずを求めるには、何算

でもとめられそうか、と問う。 

しゃしんをとります。５つのいすに１人ずつすわり、 

うしろに６人たちます。 

ちがうしゅるいのものも、おなじなかまにへんしんさせて、

けいさんすることができる。 

 立式した理由やいすの数を子

どもに置き換えて考えた事を、ブ

ロック操作をしながら話すこと

ができる。 

 

Ａ 式の５＋６＝１１の各々

の数の意味を説明させる。

友達にもわかるようにゆっく

り説明させる。(T2) 

Ｂ ブロックを使って何回か

話をさせる。５は何を表すか、

６は何を表すのかを問う。(T2)
 

C1 ブロック操作が進まない。お話に

沿って順番に、ブロックを操作 

C1 もんだいのとおりにじゅんば

んにブロックをおいていこう。いす

はいくつありますか。（Ｔ１） 

 

C2 ５つのいすはブロックで置くこ

とができる。 

C2 いすに一人ずつすわらせるとど
うなりますか。 

うしろには何人すわっていますか。

C３ ５と６のブロックを同じ色では

あるが、置くことができる。 

C３ ブロックの「５」「６」は何を
あらわしていますか。 

いすと人は足すことができるのか

な。 

いすに人をすわらせてあげよう。 

C４ ５つのいす、５人の人、６人の

人をブロックの色は同じで置くことが

できる。５＋５＋６をしている。 

C４ 求めるものは何ですか。
人はブロックのどれですか。

C５ ５つのいす、座る５人の人、後

ろの６人をブロックの色を分けて置く

ことができるが立式ができない。 

C５ 人のかずを求めるには、
どんな式をつくるとよいです

か。 

C１ １２と７のブロックを置くこと

ができる。 

C１ 子どもに１こずつみかん

を配ってみよう。のこったみかん

は、ブロックのどこですか。 

C２ １２と７のブロックを置き、７

人に１こずつみかんを配ることができ

る。立式ができない。 

C２ のこりのみかんは、ブロ
ックのどこにありますか。どん

な式をつくるとよいですか。 

なん人でしゃしんをとるのかブロックをつかって  

おはなししよう。 

みかんが １２こ あります。７人に１こずつくばると

なんこのこるでしょう。  

ブロック操作をしながら、１２このみかん１こずつ７人に配り、残った

みかんの数を求めるためには、１２－７の式を立てて求められることを

お話しできる。。 

お話問題から、適切な計算方法の検討を

つけるのが困難。 



 
                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ ブロックを置くこと

ができない。また異種（い

すと後ろの子ども）の数を

そのままブロックで足し

ている。 

Ｃ・いすはいくつあります

か。・後ろに子どもは何人いま

すか。・いすに子どもが座って

いるから前の子どもの人数は

何人。・写真を撮っている子ど

もはブロックのどれです

か。・どんな式がつくれます

か。等の問いかけをする。


